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各  位 
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（訂正）「平成 21 年 10 月期 第１四半期決算短信」の一部訂正に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 23 年 12 月 22 日付「訂正有価証券報告書等の提出及び過年度決算短信等の一部訂正に関

するお知らせ」で開示いたしましたとおり、当社における不適切な取引及び訂正の対象となり得る会計処

理が判明したことを受け、決算短信等の訂正を行いましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、平成 21 年 10 月期 第１四半期報告書に掲載されている訂正後の四半期連結財務諸表につきまし

ては、清和監査法人の監査を受けております。 

訂正箇所が多岐にわたっており正誤表による形式では分かりづらくなることから、訂正後の全文を添付

し訂正箇所には下線を付して表示しております。また、参考として訂正前の全文を添付しております。 

 

記 

訂正を行う決算短信等 

「平成 21年 10 月期 第１四半期決算短信」 

（公表日）平成 21 年 3月 5日 

以上 

 

 

 

 



 

 

 

   

 

 
  

(百万円未満切捨て) 

 
(％表示は対前年同四半期増減率) 

  

 
  

 
  

   

 

 
  

  

 
(注) 配当予想の当四半期における修正の有無 ： 無 

平成21年10月期の配当につきましては、未定となっております。 

  

(％表示は、通期は対前期、第２四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率) 

 
(注) 連結業績予想数値の当四半期における修正の有無 ： 有・無 

  

平成21年10月期 第１四半期決算短信
平成21年３月５日

上 場 会 社 名 株式会社京王ズホールディングス 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 3731 URL http://www.keiozu.co.jp

代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)佐々木 英輔
問合せ先責任者 (役職名)取締役経営企画室長 (氏名)深野 道照 TEL  022-722-0333

四半期報告書提出予定日 平成21年３月13日

1. 平成21年10月期第１四半期の連結業績（平成20年11月１日～平成21年１月31日）

 (1) 連結経営成績(累計)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年10月期第１四半期 2,928 ― 80 ― 56 ― 37 ―

20年10月期第１四半期 3,405 △19.8 119 119.0 △10 ― △46 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

21年10月期第１四半期 878 33 835 48
20年10月期第１四半期 1,530 46 ― ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年10月期第１四半期 4,999 869 16.6 19,409 10

20年10月期 5,589 824 14.1 18,598 23

(参考) 自己資本 21年10月期第１四半期 827百万円 20年10月期 788百万円

2. 配当の状況

１株当たり配当金

(基準日) 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年10月期 ― ― 0 00 ― ― 0 00 0 00

21年10月期 ― ―

21年10月期(予想) ― ― ― ― ― ― ― ―

3. 平成21年10月期の連結業績予想（平成20年11月１日～平成21年１月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期連結累計期間 6,325 △8.4 137 110.8 102 148.8 86 65.4 2,027 44

通期 11,708 △7.2 256 65.2 185 81.4 151 88.8 3,578 24
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  [(注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。] 
(4) 発行済株式数（普通株式） 
 ① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 

 
 ② 期末自己株式数 

 
 ③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 

 
  

  当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表
に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結
財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  業績予想に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確
定な要素を含んでおります。実際の実績等は、業績の変化等により、記載数値と異なる場合があります。

  
  
  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

  [新規   社 (社名          )  除外   社 (社名          )]

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

  [(注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。]

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成
のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの）

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

21年10月期第１四半期 42,646株 20年10月期 42,418株

21年10月期第１四半期 ―株 20年10月期 ―株

21年10月期第１四半期 42,466株 20年10月期第１四半期 30,413株

※ 平成21年10月期の配当につきましては、連結業績予想のとおりコスト部分のスリム化等、無駄の取除き
を図り営業利益の増加を見込んでおりますが、現時点におきましては、配当は未定であります。決定次
第、開示致します。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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(注) 定性的情報における前年数値及び比率は参考として記載しております。 

  
当第1四半期におけるわが国経済は、世界的な景気後退の波が日本を直撃し、企業収益は急激に悪化の

傾向を示して、個人消費が冷え込んでおります。 
 このような状況の中、当社グループはコストの削減に努め、販売費及び一般管理費は384百万円（前年
同期比14.0％減）となりました。 
 この結果、当第1四半期連結会計期間における当社グループの売上高は2,928百万円（前年同期比14.0％
減）、営業利益は80百万円（前年同期比32.9％減）、経常利益は56百万円（前年同期は、10百万円の経常
損失）、四半期純利益は37百万円（前年同期は、46百万円の損失）となっております。 
 なお当社は、平成20年12月26日付で第４回新株予約権（MSワラント）を発行しており、また、平成21年
1月28日付で自己株式の取得について決議しております。その状況につきましては、平成21年１月５日、
２月２日、及び３月２日付の開示資料をご参照ください。 
  

事業の種類別セグメントにおける業績は、以下のとおりです。 

① 移動体通信事業 
  

 
  

移動体通信事業につきましては、携帯電話端末の買替えサイクルの長期化の影響、及び昨年8月に行
いました新潟地区7店舗の譲渡により売上高の減少が見られますが、前期に行いました店舗賃料等のコ
スト改善効果により、売上高2,797百万円（前年同期比11.8％減）、営業利益130百万円（前年同期比
4.3％増）となりました。 
  
② テレマーケティング事業 

  

 
  

テレマーケティング事業につきましては、主力保険商材において景気後退の影響等がありましたが、
当社グループでは、コンプライアンス体制の強化による他社との差別化を一層進めております。売上高
99百万円（前年同期比50.0％減）、営業損失28百万円（前年同期は17百万円の利益）となりました。 
  
③ 不動産賃貸事業 

  

 
  

不動産賃貸事業につきましては、売上高は31百万円（前年同期比9.8％減）、営業利益は9百万円（前
年同期比10.6％減）となりました。 
  

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

（連結経営成績サマリー） （百万円未満切捨て）

平成20年10月期
第1四半期

平成21年10月期
第1四半期

前年同期比
（％）

売上高 3,405百万円 2,928百万円 △14.0

営業利益 119百万円 80百万円 △32.9

経常利益又は 
経常損失(△）

△10百万円 56百万円 ―

四半期純利益又は 
四半期純損失（△）

△46百万円 37百万円 ―

・売上高 2,797百万円 （前年同期比11.8％減）

・営業利益 130百万円 （前年同期比4.3％増）

・売上高 99百万円 （前年同期比50.0％減）

・営業利益 △28百万円 （前年同期比 ― ）

・売上高 31百万円 （前年同期比9.8％減）

・営業利益 9百万円 （前年同期比10.6％減）
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(1) 資産、負債及び純資産の状況 

 
  
当第1四半期連結会計期間末における資産の状況は、前連結会計年度末と比較して、流動資産は530百万

円減少し1,544百万円、固定資産は60百万円減少し3,455百万円となりました。これは主に売上債権の減
少、のれんの償却によるものであります。その結果、総資産額は590百万円減少し、4,999百万円となりま
した。なお、「その他有価証券」のうちの時価のあるものは前連結会計年度より保有しておりません。 
 負債の状況は、流動負債は486百万円減少し3,091百万円、固定負債は148百万円減少し1,037百万円とな
りました。これは主に短期借入金の返済によるものであります。その結果、負債総額は635百万円減少し
4,129百万円となりました。 
 純資産の状況は、45百万円増加し、869百万円となりました。これは主に四半期純利益の計上によるも
のであります。 
  

  

(2) キャッシュ・フローの状況 

 
  
当第1四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年

度末と比較して15百万円減少し53百万円となりました。 
 当第1四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。 
  
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
 営業活動の結果得られた資金は、126百万円となりました。これは主に売上債権の減少によるものであ
ります。 
  
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
 投資活動の結果得られた資金は、183百万円となりました。これは主に定期預金の払戻しによるもので
あります。 
  
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
 財務活動の結果使用した資金は、325百万円となりました。これは主に短期借入金の返済によるもので
あります。 
  

  

2. 連結財政状態に関する定性的情報

（百万円未満切捨て）

平成20年10月期末
（平成20年10月31日）

平成21年10月期
第1四半期末 

（平成21年１月31日）

増減額

資産合計 5,589百万円 4,999百万円 △590百万円

負債合計 4,764百万円 4,129百万円 △635百万円

純資産合計 824百万円 869百万円 45百万円

（百万円未満切捨て）

平成20年10月期
第1四半期

平成21年10月期
第1四半期

前年同期比
（％）

営業活動による
キャッシュ・フロー

191百万円 126百万円 △33.9

投資活動による
キャッシュ・フロー

△29百万円 183百万円 ―

財務活動による
キャッシュ・フロー

△258百万円 △325百万円 25.9
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平成21年10月期の業績予想につきましては、当第１四半期連結会計期間の業績と当初予測数値との間
に大きな差異はございませんので、第２四半期連結累計期間、通期とも当初の計画（平成20年12月11日
付の決算短信で公表）を変更しておりません。 
  

  
  

該当事項はありません。 
  

  

①簡便な会計処理 
（固定資産の減価償却費の算定方法） 
 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す
る方法によっています。 
  

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 
  
  

① 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務
諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四
半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
  

② 通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、移動平均による原価法によっておりまし
たが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計委員会 平成18
年7月5日 企業会計基準第9号）が適用されたことに伴い、移動平均による原価法（収益性の低下に
基づく簿価切下げの方法）により算定しております。これによる損益に与える影響はありません。 
  

③ 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処
理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年3月30日
企業会計基準第13号）および「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平
成19年3月30日 企業会計基準適用指針第16号）が平成20年4月１日以後開始する連結会計年度に係る
四半期連結財務諸表から適用できることになったことに伴い、当第１四半期連結会計期間からこれら
の基準を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。これによる損益に与える影響は
ありません。 
 なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について
は、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 
  

  

表示方法の変更 

（連結貸借対照表） 
 前連結会計年度において流動負債の「仮受金」に含めておりました移動体通信事業における料金収
納金等170百万円は、取引実態をより明瞭に示すため、当第1四半期連結会計期間より流動負債の「預
り金」に含めて表示しております。 

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5. 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年１月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 163,503 368,753

売掛金 1,158,913 1,515,563

商品 145,255 99,669

その他 76,469 93,894

貸倒引当金 － △3,550

流動資産合計 1,544,141 2,074,329

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 411,728 424,564

車両運搬具（純額） 3,199 3,476

工具、器具及び備品（純額） 84,076 94,782

土地 580,246 580,246

有形固定資産合計 1,079,250 1,103,069

無形固定資産

のれん 1,882,488 1,909,149

その他 126,423 134,251

無形固定資産合計 2,008,911 2,043,401

投資その他の資産

長期貸付金 21,655 22,665

敷金及び保証金 298,953 303,356

役員及び役員保有会社に対する金銭債権 541,095 530,751

その他 24,298 14,291

貸倒引当金 △519,042 △502,206

投資その他の資産合計 366,960 368,858

固定資産合計 3,455,122 3,515,329

資産合計 4,999,264 5,589,658
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年１月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年10月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 845,187 1,101,667

短期借入金 1,044,000 1,265,000

1年内返済予定の長期借入金 415,109 368,854

未払金 308,271 364,388

預り金 213,428 32,779

仮受金 1,011 241,440

賞与引当金 18,538 25,304

短期解約違約金損失引当金 3,403 5,964

未払法人税等 24,764 25,980

未払消費税等 66,008 55,408

その他 152,070 91,653

流動負債合計 3,091,793 3,578,441

固定負債

社債 250,000 275,000

長期借入金 679,217 803,804

その他 108,275 107,581

固定負債合計 1,037,492 1,186,385

負債合計 4,129,285 4,764,827

純資産の部

株主資本

資本金 1,129,972 1,983,550

資本剰余金 753,646 1,947,645

利益剰余金 △1,055,898 △3,142,295

株主資本合計 827,720 788,899

新株予約権 198 －

少数株主持分 42,059 35,931

純資産合計 869,978 824,831

負債純資産合計 4,999,264 5,589,658
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(2) 【四半期連結損益計算書】

 【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
至 平成21年１月31日)

売上高 2,928,934

売上原価 2,463,798

売上総利益 465,135

販売費及び一般管理費

給料手当及び賞与 179,614

賞与引当金繰入額 11,394

福利厚生費 26,092

地代家賃 54,939

その他 112,587

販売費及び一般管理費合計 384,627

営業利益 80,507

営業外収益

受取利息 1,371

出資金運用益 3,946

コミッション譲渡益 9,523

その他 1,209

営業外収益合計 16,051

営業外費用

支払利息 16,710

株式交付費 5,958

貸倒引当金繰入額 11,785

その他 6,050

営業外費用合計 40,504

経常利益 56,054

特別利益

固定資産売却益 208

特別利益合計 208

特別損失

店舗整理損 7,989

貸倒引当金繰入額 1,500

減損損失 186

特別損失合計 9,676

税金等調整前四半期純利益 46,586

法人税等合計 3,159

少数株主利益 6,127

四半期純利益 37,299
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
至 平成21年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 46,586

減価償却費 31,461

減損損失 186

のれん償却額 26,661

貸倒引当金の増減額（△は減少） 13,286

賞与引当金の増減額（△は減少） △6,766

受取利息及び受取配当金 △1,371

支払利息 16,710

固定資産売却損益（△は益） △208

店舗整理損 7,989

売上債権の増減額（△は増加） 354,666

たな卸資産の増減額（△は増加） △45,585

仕入債務の増減額（△は減少） △256,479

預り金の増減額（△は減少） 180,649

仮受金の増減額（△は減少） △240,429

その他 11,095

小計 138,450

利息及び配当金の受取額 2,069

利息の支払額 △8,897

法人税等の支払額 △5,253

法人税等の還付額 7

営業活動によるキャッシュ・フロー 126,376

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △10,000

定期預金の払戻による収入 200,000

有形固定資産の売却による収入 208

無形固定資産の取得による支出 △189

敷金及び保証金の差入による支出 △2,888

敷金及び保証金の回収による収入 6,939

役員保有会社に対する金銭債権の増加に伴う支
出

△10,344

投資活動によるキャッシュ・フロー 183,726

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 5,000

短期借入金の返済による支出 △226,000

長期借入金の返済による支出 △78,331

社債の償還による支出 △25,000

配当金の支払額 △4

新株予約権の発行による支出 △2,857

新株予約権の行使による株式の発行による収入 1,720

財務活動によるキャッシュ・フロー △325,473

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △15,370

現金及び現金同等物の期首残高 68,424

現金及び現金同等物の四半期末残高 53,053
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

１．事業の種類別セグメント情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成20年11月１日 至 平成21年１月31日） 

 
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分に属する主要な事業の内容 

 (1) 移動体通信事業・・・・・・・移動体通信端末の販売、移動体通信サービスの契約取次 

 (2) テレマーケティング事業・・・コールセンターによるテレマーケティング事業 

 (3) 不動産賃貸事業・・・・・・・ショッピングモールのテナントからの賃貸収入事業 

  

２．所在地別セグメント情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成20年11月１日 至 平成21年１月31日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び支店がないため、該当事項はありません。 

  

3．海外売上高 

当第１四半期連結累計期間（自 平成20年11月１日 至 平成21年１月31日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

  

当社は、平成21年1月27日付で、資本金854,338千円、資本準備金1,947,645千円の減額を行っており
ます。この結果、当第1四半期連結会計期間末において、資本金が1,129,972千円、資本剰余金が
753,646千円となっております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

移動体 
通信事業

テレマーケ
ティング 
事業

不動産
賃貸事業

計
消去又は 
全社

連結

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

2,797,994 99,364 31,574 2,928,934 ― 2,928,934

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 342 342 (342) ―

計 2,797,994 99,364 31,917 2,929,277 (342) 2,928,934

営業利益又は 
営業損失（△）

130,563 △28,493 9,802 111,872 (31,364) 80,507

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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前年同四半期に係る財務諸表等 

(1)（要約）四半期連結損益計算書 

 
  

  

「参考資料」

区分

前第1四半期連結累計期間
（自 平成19年11月１日 

  至 平成20年１月31日）

金額（千円）

Ⅰ 売上高 3,405,105

Ⅱ 売上原価 2,837,937

売上総利益 567,167

Ⅲ 販売費及び一般管理費

1 給与及び手当 207,689

2 賞与引当金繰入額 19,897

3 地代家賃 70,601

4 その他 149,000

販売費及び一般管理費 447,189

営業利益 119,978

Ⅳ 営業外収益

1 受取利息 1,019

2 出資金利益 3,595

3 その他 12,458

営業外収益合計 17,073

Ⅴ 営業外費用

1 支払利息 20,745

2 貸倒引当金繰入額 116,261

3 その他 10,388

営業外費用合計 147,395

経常損失(△) △10,343

Ⅵ 特別利益

1 固定資産売却益 10,489

2 その他 2,138

特別利益合計 12,628

Ⅶ 特別損失

1 店舗整理損 3,759

2 前期損益修正損 297

特別損失合計 4,056

税金等調整前四半期純損失(△) △1,772

法人税、住民税及び事業税 35,357

少数株主利益 9,415

四半期純損失(△) △46,545
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(2)（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

 
  

区分

前第1四半期連結累計期間 
（自 平成19年11月１日 

  至 平成20年１月31日）

金額（千円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

1 税金等調整前四半期純損失 △1,772

2 減価償却費 40,427

3 のれん償却費 26,661

4 貸倒引当金の増減額（△は減少） 116,249

5 賞与引当金の増減額（△は減少） △ 28,436

6 受取利息及び受取配当金 △1,019

7 支払利息 20,745

8 固定資産売却益 △ 10,489

9 店舗整理損 3,759

10 売上債権の増減額（△は増加） △781,654

11 たな卸資産の増減額（△は増加） △ 152,049

12 前払費用の増減額（△は増加） 3,736

13 未収入金の増減額（△は増加） 40,584

14 未収消費税等の増減額（△は増加） 4,770

15 未払消費税等の増減額（△は減少） △8,455

16 仕入債務の増減額（△は減少） 926,144

17 未払金の増減額（△は減少） △82,913

18 その他 92,388

小計 208,677

20 利息及び配当金の受取額 439

21 利息の支払額 △ 15,850

22 法人税等の支払額 △ 2,037

営業活動によるキャッシュ・フロー 191,228

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

1 有形固定資産の取得による支出 △ 35,934

2 有形固定資産の売却による収入 55,095

3 無形固定資産の取得による支出 △ 14,645

4 貸付による支出 ―

5 役員に対する金銭債権の増加に伴う支出 △237,000

6 役員に対する金銭債権の減少に伴う収入 237,000

7 役員保有会社に対する金銭債権の増加に伴う支出 △50,485

8 敷金及び保証金の回収による収入 15,983

投資活動によるキャッシュ・フロー △29,987

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

1 短期借入金の純増減額 △ 264,437

2 長期借入金の返済による支出 △ 112,000

3 長期未払金の返済による支出 △ 1,086

4 株式の発行による収入 195,019

5 社債の償還による支出 △ 75,000

6 配当金の支払額 △ 13

7 その他 △ 1,020

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 258,537

Ⅳ 現金及び現金同等物の増減額 △ 97,296

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 300,804

Ⅵ 現金及び現金同等物の四半期末残高 203,507
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(3) セグメント情報 

１．事業の種類別セグメント情報 

前第1四半期連結累計期間（自 平成19年11月１日 至 平成20年１月31日） 

 
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分に属する主要な事業の内容 

 (1) 移動体通信事業・・・・・・・移動体通信端末の販売、移動体通信サービスの契約取次 

 (2) テレマーケティング事業・・・コールセンターによるテレマーケティン事業 

 (3) 不動産賃貸事業・・・・・・・ショッピングモールのテナントからの賃貸収入事業 

  

２．所在地別セグメント情報 

前第1四半期連結累計期間（自 平成19年11月１日 至 平成20年１月31日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び支店がないため、該当事項はありません。 

  

３．海外売上高 

前第1四半期連結累計期間（自 平成19年11月１日 至 平成20年１月31日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

移動体 
通信事業

テレマーケ
ティング 
事業

不動産
賃貸事業

計
消去又は 
全社

連結

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

3,171,519 198,561 35,023 3,405,105 ― 3,405,105

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 342 342 △342 ―

計 3,171,519 198,561 35,366 3,405,448 △342 3,405,105

営業利益又は 
営業損失（△）

125,166 17,561 10,960 153,688 △33,710 119,978
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平成21年10月期 第1四半期決算短信 
平成21年3月5日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社 京王ズホールディングス 上場取引所 東 
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代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 佐々木 英輔
問合せ先責任者 （役職名） 取締役経営企画室長 （氏名） 深野 道照 TEL 022-722-0333

四半期報告書提出予定日 平成21年3月13日

1.  平成21年10月期第1四半期の連結業績（平成20年11月1日～平成21年1月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年10月期第1四半期 2,928 ― 79 ― 67 ― 48 ―
20年10月期第1四半期 3,319 △21.8 36 △35.4 24 △45.8 △9 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年10月期第1四半期 1,150.17 1,094.05
20年10月期第1四半期 △309.82 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年10月期第1四半期 5,297 1,263 22.4 27,870.74
20年10月期 5,879 1,207 19.7 26,833.21

（参考） 自己資本   21年10月期第1四半期  1,188百万円 20年10月期  1,138百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  

  平成21年10月期の配当につきましては、未定となっております。  

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年10月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
21年10月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年10月期（予想） ――― ― ― ― ―

3.  平成21年10月期の連結業績予想（平成20年11月1日～平成21年10月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 6,325 △8.4 137 110.8 102 148.8 86 65.4 2,027.44
通期 11,708 △7.2 256 65.2 185 81.4 151 88.8 3,578.24

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご参照ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご参照ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 平成21年10月期の配当につきましては、連結業績予想のとおりコスト部分のスリム化等、無駄の取除きを図り営業利益の増加を見込んでおりますが、現時点におき
ましては、配当は未定であります。決定次第、開示致します。 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14
号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
・業績予想に記載した予測数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の実績等は、業績の変化等
により、記載数値と異なる場合があります。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年10月期第1四半期  42,646株 20年10月期  42,418株
② 期末自己株式数 21年10月期第1四半期  ―株 20年10月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年10月期第1四半期  42,466株 20年10月期第1四半期  30,413株

1

（参考）



 
(注) 定性的情報における前年数値及び比率は参考として記載しております。 

  
当第1四半期におけるわが国経済は、世界的な景気後退の波が日本を直撃し、企業収益は急激に悪化の

傾向を示して、個人消費が冷え込んでおります。 
 このような状況の中、当社グループはコストの削減に努め、販売費及び一般管理費は383百万円（前年
同期比14.3％減）となりました。 
 この結果、当第1四半期連結会計期間における当社グループの売上高は2,928百万円（前年同期比11.8％
減）となりましたが、営業利益は79百万円（前年同期比120.8％増）、経常利益は67百万円（前年同期比
172.4％増）、四半期純利益は48百万円（前年同期は、9百万円の損失）となっております。 
 なお当社は、平成20年12月26日付で第４回新株予約権（MSワラント）を発行しており、また、平成21年
1月28日付で自己株式の取得について決議しております。その状況につきましては、平成21年１月５日、
２月２日、及び３月２日付の開示資料をご参照ください。 
  

事業の種類別セグメントにおける業績は、以下のとおりです。 

① 移動体通信事業 
  

 
  

移動体通信事業につきましては、携帯電話端末の買替えサイクルの長期化の影響、及び昨年8月に行
いました新潟地区7店舗の譲渡により売上高の減少が見られますが、前期に行いました店舗賃料等のコ
スト改善効果により、売上高2,797百万円（前年同期比9.3％減）、営業利益130百万円（前年同期比
232.6％増）となりました。 
  
② テレマーケティング事業 

  

 
  

テレマーケティング事業につきましては、主力保険商材において景気後退の影響等がありましたが、
当社グループでは、コンプライアンス体制の強化による他社との差別化を一層進めております。売上高
99百万円（前年同期比50.0％減）、営業損失28百万円（前年同期は17百万円の利益）となりました。 
  
③ 不動産賃貸事業 

  

 
  

不動産賃貸事業につきましては、売上高は31百万円（前年同期比9.8％減）、営業利益は8百万円（前
年同期比37.8％減）となりました。 
  

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

（連結経営成績サマリー） （百万円未満切捨て）

平成20年10月期
第1四半期

平成21年10月期
第1四半期

前年同期比
（％）

売上高 3,319百万円 2,928百万円 △11.8

営業利益 36百万円 79百万円 120.8

経常利益 24百万円 67百万円 172.4

四半期純利益又は 
四半期純損失（△）

△9百万円 48百万円 ―

・売上高 2,797百万円 （前年同期比9.3％減）

・営業利益 130百万円 （前年同期比232.6％増）

・売上高 99百万円 （前年同期比50.0％減）

・営業利益 △28百万円 （前年同期比 ― ）

・売上高 31百万円 （前年同期比9.8％減）

・営業利益 8百万円 （前年同期比37.8％減）
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(1) 資産、負債及び純資産の状況 

 
  
当第1四半期連結会計期間末における資産の状況は、前連結会計年度末と比較して、流動資産は517百万

円減少し1,754百万円、固定資産は64百万円減少し3,542百万円となりました。これは主に売上債権の減
少、のれんの償却によるものであります。その結果、総資産額は582百万円減少し、5,297百万円となりま
した。なお、「その他有価証券」のうちの時価のあるものは前連結会計年度より保有しておりません。 
 負債の状況は、流動負債は490百万円減少し2,996百万円、固定負債は148百万円減少し1,037百万円とな
りました。これは主に短期借入金の返済によるものであります。その結果、負債総額は639百万円減少し
4,033百万円となりました。 
 純資産の状況は、56百万円増加し、1,263百万円となりました。これは主に四半期純利益の計上による
ものであります。 
  

  

(2) キャッシュ・フローの状況 

 
  
当第1四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年

度末と比較して15百万円減少し53百万円となりました。 
 当第1四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。 
  
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
 営業活動の結果得られた資金は、92百万円となりました。これは主に売上債権の減少によるものであり
ます。 
  
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
 投資活動の結果得られた資金は、217百万円となりました。これは主に定期預金の払戻しによるもので
あります。 
  
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
 財務活動の結果使用した資金は、325百万円となりました。これは主に短期借入金の返済によるもので
あります。 
  

  

2. 連結財政状態に関する定性的情報

（百万円未満切捨て）

平成20年10月期末
（平成20年10月31日）

平成21年10月期
第1四半期末 

（平成21年１月31日）

増減額

資産合計 5,879百万円 5,297百万円 △582百万円

負債合計 4,672百万円 4,033百万円 △639百万円

純資産合計 1,207百万円 1,263百万円 56百万円

（百万円未満切捨て）

平成20年10月期
第1四半期

平成21年10月期
第1四半期

前年同期比
（％）

営業活動による
キャッシュ・フロー

148百万円 92百万円 △37.7

投資活動による
キャッシュ・フロー

12百万円 217百万円 1,653.4

財務活動による
キャッシュ・フロー

△258百万円 △325百万円 25.9
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平成21年10月期の業績予想につきましては、当第１四半期連結会計期間の業績と当初予測数値との間
に大きな差異はございませんので、第２四半期連結累計期間、通期とも当初の計画（平成20年12月11日
付の決算短信で公表）を変更しておりません。 
  

  
  

該当事項はありません。 
  

  

①簡便な会計処理 
（固定資産の減価償却費の算定方法） 
 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す
る方法によっています。 
  

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 
  
  

① 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務
諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四
半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
  

② 通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、移動平均による原価法によっておりまし
たが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計委員会 平成18
年7月5日 企業会計基準第9号）が適用されたことに伴い、移動平均による原価法（収益性の低下に
基づく簿価切下げの方法）により算定しております。これによる損益に与える影響はありません。 
  

③ 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処
理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年3月30日 
企業会計基準第13号）および「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平
成19年3月30日 企業会計基準適用指針第16号）が平成20年4月１日以後開始する連結会計年度に係る
四半期連結財務諸表から適用できることになったことに伴い、当第１四半期連結会計期間からこれら
の基準を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。これによる損益に与える影響は
ありません。 
 なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について
は、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 
  

  

表示方法の変更 

（連結貸借対照表） 
 前連結会計年度において流動負債の「仮受金」に含めておりました移動体通信事業における料金収
納金等170百万円は、取引実態をより明瞭に示すため、当第1四半期連結会計期間より流動負債の「預
り金」に含めて表示しております。 

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年１月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年10月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 163,503 368,753

売掛金 1,161,629 1,516,295

商品 145,255 99,669

その他 284,199 290,877

貸倒引当金 － △3,550

流動資産合計 1,754,587 2,272,044

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 432,686 447,189

車両運搬具（純額） 3,199 3,476

工具、器具及び備品（純額） 86,325 97,243

土地 580,246 580,246

建設仮勘定 4,725 4,725

有形固定資産合計 1,107,182 1,132,880

無形固定資産   

のれん 1,882,488 1,909,149

その他 126,423 134,251

無形固定資産合計 2,008,911 2,043,401

投資その他の資産   

長期貸付金 110,467 115,790

敷金及び保証金 298,953 303,356

その他 24,298 14,291

貸倒引当金 △6,836 △1,785

投資その他の資産合計 426,884 431,652

固定資産合計 3,542,978 3,607,934

資産合計 5,297,566 5,879,979
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年１月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年10月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 845,187 1,101,667

短期借入金 1,044,000 1,265,000

1年内返済予定の長期借入金 332,343 286,088

未払金 308,371 307,812

預り金 213,428 32,779

仮受金 1,011 241,440

賞与引当金 18,538 25,304

短期解約違約金損失引当金 3,403 5,964

未払法人税等 19,842 25,503

未払消費税等 61,998 53,764

その他 147,981 140,996

流動負債合計 2,996,106 3,486,321

固定負債   

社債 250,000 275,000

長期借入金 679,217 803,804

その他 108,275 107,581

固定負債合計 1,037,492 1,186,385

負債合計 4,033,598 4,672,706

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,129,972 1,983,550

資本剰余金 753,646 1,947,645

利益剰余金 △695,043 △2,792,984

株主資本合計 1,188,575 1,138,211

新株予約権 198 －

少数株主持分 75,193 69,061

純資産合計 1,263,967 1,207,272

負債純資産合計 5,297,566 5,879,979
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年11月１日 
 至 平成21年１月31日) 

売上高 2,928,934

売上原価 2,465,452

売上総利益 463,482

販売費及び一般管理費  

給料手当及び賞与 179,614

賞与引当金繰入額 11,394

福利厚生費 26,092

地代家賃 54,939

その他 111,511

販売費及び一般管理費合計 383,552

営業利益 79,930

営業外収益  

受取利息 1,711

出資金運用益 3,946

コミッション譲渡益 9,523

その他 1,209

営業外収益合計 16,391

営業外費用  

支払利息 15,676

新株発行費 5,958

その他 7,084

営業外費用合計 28,719

経常利益 67,602

特別利益  

固定資産売却益 208

特別利益合計 208

特別損失  

店舗整理損 7,989

貸倒引当金繰入額 1,500

減損損失 186

特別損失合計 9,676

税金等調整前四半期純利益 58,134

法人税等合計 3,159

少数株主利益 6,132

四半期純利益 48,842
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年11月１日 
 至 平成21年１月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 58,134

減価償却費 33,339

減損損失 186

のれん償却額 26,661

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,500

賞与引当金の増減額（△は減少） △6,766

短期解約違約金損失引当金の増減額（△は減少） △2,561

受取利息及び受取配当金 △1,711

支払利息 16,710

固定資産売却損益（△は益） △208

店舗整理損 7,989

売上債権の増減額（△は増加） 354,666

たな卸資産の増減額（△は増加） △45,585

仕入債務の増減額（△は減少） △256,479

預り金の増減額（△は減少） 180,649

仮受金の増減額（△は減少） △240,429

その他 △21,301

小計 104,793

利息及び配当金の受取額 2,069

利息の支払額 △8,897

法人税等の支払額 △5,253

法人税等の還付額 7

営業活動によるキャッシュ・フロー 92,719

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △10,000

定期預金の払戻による収入 200,000

有形固定資産の売却による収入 208

無形固定資産の取得による支出 △189

敷金及び保証金の差入による支出 △2,888

敷金及び保証金の回収による収入 6,939

貸付金の回収による収入 23,312

投資活動によるキャッシュ・フロー 217,383

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 5,000

短期借入金の返済による支出 △226,000

長期借入金の返済による支出 △78,331

社債の償還による支出 △25,000

配当金の支払額 △4

新株予約権の発行による収入 △2,857

新株予約権の行使による株式の発行による収入 1,720

財務活動によるキャッシュ・フロー △325,473

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △15,370

現金及び現金同等物の期首残高 68,424

現金及び現金同等物の四半期末残高 53,053
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

１．事業の種類別セグメント情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成20年11月１日 至 平成21年１月31日） 

 
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分に属する主要な事業の内容 

 (1) 移動体通信事業・・・・・・・移動体通信端末の販売、移動体通信サービスの契約取次 

 (2) テレマーケティング事業・・・コールセンターによるテレマーケティング事業 

 (3) 不動産賃貸事業・・・・・・・ショッピングモールのテナントからの賃貸収入事業 

  

２．所在地別セグメント情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成20年11月１日 至 平成21年１月31日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び支店がないため、該当事項はありません。 

  

3．海外売上高 

当第１四半期連結累計期間（自 平成20年11月１日 至 平成21年１月31日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

  

当社は、平成21年1月27日付で、資本金854,338千円、資本準備金1,947,645千円の減額を行っており
ます。この結果、当第1四半期連結会計期間末において、資本金が1,129,972千円、資本剰余金が
753,646千円となっております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

移動体 
通信事業

テレマーケ
ティング 
事業

不動産
賃貸事業

計
消去又は 
全社

連結

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

2,797,994 99,364 31,574 2,928,934 ― 2,928,934

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 342 342 (342) ―

計 2,797,994 99,364 31,917 2,929,277 (342) 2,928,934

営業利益又は 
営業損失（△）

130,576 △28,493 8,149 110,232 (30,302) 79,930

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

㈱京王ズホールディングス(3731)　平成21年10月期　第１四半期決算短信

9



前年同四半期に係る財務諸表等 

(1)（要約）四半期連結損益計算書 

 
  

  

「参考資料」

区分

前第1四半期連結累計期間
（自 平成19年11月１日 

  至 平成20年１月31日）

金額（千円）

Ⅰ 売上高 3,319,391

Ⅱ 売上原価 2,835,814

売上総利益 483,576

Ⅲ 販売費及び一般管理費

1 給与及び手当 207,689

2 賞与引当金繰入額 19,897

3 地代家賃 70,601

4 その他 149,189

販売費及び一般管理費 447,377

営業利益 36,198

Ⅳ 営業外収益

1 受取利息 1,359

2 出資金利益 3,595

3 その他 14,797

営業外収益合計 19,752

Ⅴ 営業外費用

1 支払利息 19,539

2 その他 11,594

営業外費用合計 31,133

経常利益 24,817

Ⅵ 特別利益

1 固定資産売却益 10,489

2 その他 2,126

特別利益合計 12,616

Ⅶ 特別損失

1 店舗整理損 3,759

2 前期損益修正損 297

特別損失合計 4,056

税金等調整前四半期純利益 33,376

法人税、住民税及び事業税 35,357

少数株主利益 7,441

四半期純損失 △9,422
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(2)（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

 
  

区分

前第1四半期連結累計期間 
（自 平成19年11月１日 

  至 平成20年１月31日）

金額（千円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

1 税金等調整前四半期純利益 33,376

2 減価償却費 38,671

3 のれん償却費 26,661

4 貸倒引当金の増減額（△は減少） △ 12

5 賞与引当金の増減額（△は減少） △ 28,436

6 短期解約違約金損失引当金の増減額（△は減少） 7,857

7 受取利息及び受取配当金 △ 1,359

8 支払利息 20,745

9 固定資産売却益 △ 10,489

10 店舗整理損 3,759

11 売上債権の増減額（△は増加） △ 604,607

12 たな卸資産の増減額（△は増加） △ 152,049

13 前払費用の増減額（△は増加） 3,736

14 未収入金の増減額（△は増加） 32,716

15 未収消費税等の増減額（△は増加） 4,770

16 未払消費税等の増減額（△は減少） △ 12,624

17 仕入債務の増減額（△は減少） 926,144

18 未払金の増減額（△は減少） △ 101,390

19 その他 △ 21,176

小計 166,291

20 利息及び配当金の受取額 439

21 利息の支払額 △ 15,850

22 法人税等の支払額 △ 2,037

営業活動によるキャッシュ・フロー 148,843

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

1 有形固定資産の取得による支出 △ 35,934

2 有形固定資産の売却による収入 55,095

3 無形固定資産の取得による支出 △ 14,645

4 貸付による支出 △ 8,100

5 敷金及び保証金の回収による収入 15,983

投資活動によるキャッシュ・フロー 12,398

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

1 短期借入金の純増減額 △ 264,437

2 長期借入金の返済による支出 △ 112,000

3 長期未払金の返済による支出 △ 1,086

4 株式の発行による収入 195,019

5 社債の償還による支出 △ 75,000

6 配当金の支払額 △ 13

7 その他 △ 1,020

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 258,537

Ⅳ 現金及び現金同等物の増減額 △ 97,296

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 300,804

Ⅵ 現金及び現金同等物の四半期末残高 203,507
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(3) セグメント情報 

１．事業の種類別セグメント情報 

前第1四半期連結累計期間（自 平成19年11月１日 至 平成20年１月31日） 

 
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分に属する主要な事業の内容 

 (1) 移動体通信事業・・・・・・・移動体通信端末の販売、移動体通信サービスの契約取次 

 (2) テレマーケティング事業・・・コールセンターによるテレマーケティン事業 

 (3) 不動産賃貸事業・・・・・・・ショッピングモールのテナントからの賃貸収入事業 

  

２．所在地別セグメント情報 

前第1四半期連結累計期間（自 平成19年11月１日 至 平成20年１月31日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び支店がないため、該当事項はありません。 

  

３．海外売上高 

前第1四半期連結累計期間（自 平成19年11月１日 至 平成20年１月31日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

移動体 
通信事業

テレマーケ
ティング 
事業

不動産
賃貸事業

計
消去又は 
全社

連結

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

3,085,805 198,561 35,023 3,319,391 ― 3,319,391

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 342 342 △342 ―

計 3,085,805 198,561 35,366 3,319,733 △342 3,319,391

営業利益又は 
営業損失（△）

39,261 17,620 13,094 69,976 △33,777 36,198
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